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（語ってみゅーか） 
 

と き 平成２１年５月１１日（月）、１２日（火）午後７時００分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

  大村市議会では、議会が意思決定機関及び行政の監視機関としての役割を十分に

発揮し、あわせて市民に開かれた議会を推進するため、昨年12月定例議会におい

て「大村市議会基本条例」を制定いたしました。 

  今後も、同条例の基本理念に基づき、「明日のよりよい大村市」実現に向け、市

民の皆様とともに活動してまいります。 

 ◆「市民と議会のつどい」の実施方法 

 時  期 原則として３月及び９月定例議会終了後２ヶ月以内に開催 

 場  所 市内８地区（三浦、鈴田、大村、西大村、竹松、萱瀬、福重、松原）

の住民センター、コミセンなど 

 実施方法 議員は、市民全体の代表者として６人編成の４班にわかれて、各地区

を回ります。したがって、地元の議員が参加するとは限りませんので

ご了解ください。 

。  

＜会次第＞ 

 開会あいさつ                    19：00 

 議会報告                      19：05 

  前回つどいの処理結果について 

  平成 21 年 3 月定例議会を終えて（平成２１年度当初予算の概要など）   

 フリートーク                    19：35 

  市の施策や議会への意見・要望などをお聴きします。 

 閉会あいさつ                    21：00 
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平成２１年 3 月定例議会の概要 
  

３月定例議会では、平成２１年度の一般会計当初予算など市提出３２議案を可決・承認し

ました。また、議会提出５議案を可決しました。 

 

＜平成２１年度一般会計当初予算の概要＞ 

総額３１９億４千万円 （前年度比２億５千万円、0.8％減） 

（歳出の概要～目的別） 

（単位：円、％） 

平成２１年度一般会計予算の重点項目（事業）及び緊急経済対策 

項  目 主  な  事   業 

新幹線を活かしたまちづくり 新幹線を活かしたまちづくり基本構想策定など 650万円 

市民の健康づくり 婦人がん検診、小中学校ＡＥＤ導入など 2,431万円 

交流人口の拡大 歴史観光立市推進事業 653万円 

中心市街地の活性化 
中心市街地再開発事業、中心市街地道路整備、公共施設ユニバー

サルデザイン化など 5億 7,431万円 

産業の振興と雇用の拡大 地域ブランドの創出と販路拡大 30万円 

循環型社会の実現 水資源保全調査事業、生ごみ減量化推進事業など 886万円 

緊急経済対策 道路整備・維持管理事業、公園再整備事業など 1億 2,000万円 

歳出科目 金  額 構成比 備      考 

１ 議  会  費 2億 7,381万 0.9 議会運営に要する費用 

２ 総  務  費 42億 1,847万 13.2 行政運営に要する費用 

３ 民  生  費 99億 5,300万 31.2 
子どもや高齢者、障がい者などの福祉に要する

費用 

４ 衛  生  費 39億 7,740万 12.4 ごみ処理や市民の健康に要する費用 

５ 労  働  費 1,218万 0.0 働く機会の確保や労働環境改善に要する費用 

６ 農林水産業費 10億  306万 3.1 農林水産業の振興と育成に要する費用 

７ 商  工  費 21億 9,185万 6.9 商工業や観光の振興に要する費用 

８ 土  木  費 28億 1,120万 8.8 道路や公園の整備などまちづくりに要する費用 

９ 消  防  費 8億 2,748万 2.6 火災、台風などの防災活動に要する費用 

10 教  育  費 25億 5,935万 8.0 
教育振興や学校・公民館などの整備に要する費

用 

11 災害復旧費 1,608万 0.1 台風などの災害の復旧に要する費用 

12 公  債  費 40億 7,612万 12.7 市の借入金の返済に要する費用 

13 諸 支 出 金 0 0.0  

14 予  備  費 2,000万 0.1  

合  計 319億 4,000万 100  
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委員会レポート 

 一般会計当初予算、条例など市提出議案は、４つの常任委員会で詳細な審査を行い、そ

の結果を本会議で報告し、最終的に本会議で大村市としての団体意思の決定がなされま

す。 

＜総務委員会＞ 

 

 

 

 

 

 

  

＜厚生委員会＞ 

 

 

 

 

 

 

＜経済文教委員会＞ 

 

 

 

 

 

 

＜建設環境委員会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊市史編纂事業について（平成 21年度一般会計当初予算中 527万円） 

この事業は、今年度から平成 26年度まで、総事業費約 1億 2,000万円を投じて実施す

るとのことであるが、事業実施に当たっての市の組織体制のあり方や総事業費の積算根拠

の妥当性が疑問視されるところであり、本格実施の前に再度事業費等を精査した上で具

体的な計画を議会に示すよう要望しました。 

＊介護保険料について（介護保険条例の一部を改正する条例） 

今年度から介護保険料の所得段階区分が 6段階から 9段階に細分化されます。これに

より介護保険料は、合計所得 500 万円未満の人（対象者の 98％）は引下げとなり、合計所

得 500万円以上の人（対象者の 2％、335名）は約 7％の値上げとなります。 

＊さくら商品券について（平成 20年度一般会計補正予算中 3,000万円） 

地域経済対策の一環として実施される定額給付金の給付にあわせて、市内だけで使え

る「さくら商品券」が 4月 20日から各住民センター等で発売されています。 

この商品券は 10％のプレミアムがついており、10,000円で 11,000円（500円券×22枚）

の買い物ができる 1,000円分お得な商品券です。（1人 1セット限定） 

＊清掃センターへの家庭系ごみの直接搬入の有料化について（廃棄物の処理及び清

掃に関する条例の一部を改正する条例） 

清掃センターへの搬入量が増加しており、また、県内他市町ではすべて有料化し

ていることから、大村市でも 7月 1日から有料化されることになりました。 

なお、料金は、50㎏以下は 200円。50㎏を超える場合は、50㎏ごとに 100円が加算さ

れます。（県内では一番低く設定されています。） 
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≪議会活性化の取り組み≫ 
議会の役割と活動の指針を示した「大村市議会基本条例」を制定しました。 

   議会が意思決定機関及び行政の監視機関としての役割を十分に発揮し、あわせて市

民に開かれた議会を推進します。 

  （主な改革事項） 

・ 本会議のほか委員会等の会議も原則公開とします。（ただし、委員会の傍聴には限り

がありますので、傍聴を希望される方は、事前に議会事務局までご連絡ください。） 

・ 一般質問における質疑応答の論点・争点を明確にするとともに、市民に分かりやすく

するため、一問一答方式による一般質問ができるようになりました。 

・ 平成 20 年度分以降の政務調査費の概要をホームページで公表するとともに、議会

事務局で収支報告書の閲覧もできるようになりました。 

           （問い合わせ先）大村市議会事務局 Tｅｌ 53－4111 内線 302、303 

 

市政あれこれ 

＜上駅通り地区第一種市街地再開発事業の現況＞ 

今年 2月 23日、再開発事業に参画し、分譲マンションの一括購入とまちづくり会社への出資を予

定していた日本総合地所㈱が、会社更生法手続きの開始決定を受けたと発表されました。今後、日

本綜合地所㈱が事業を引き続き行うのか、新たな住宅開発会社を探すのか、あるいは再開発組合

が自主販売をするのかなど、いくつかの選択肢が考えられますが、市は、事業主体である再開発組

合やコンサルタントと鋭意協議を行い、事業の着実な実施を推進していくとしています。 

議会としては、市に対し、まずは日本総合地所㈱が事業を継続するかどうかの意思確認を早急に

行うよう要請しました。 

 

＜新駅前団地の建替計画の変更＞ 

  市の当初の計画では、昨年度からの 2カ年で、水主町 2丁目に 10階建て 74戸の市営アパート

の建設を予定していましたが、予定地の用地買収が一部難航したことから当初の計画を変更し、今

年度からの 2カ年で 5階建て 40戸の建設となりました。 

  議会としては、今回のような計画の変更をする場合には、市営住宅全体の将来見通しも明らかに

したうえで行うよう要望しました。 

 

＜学校給食共同調理場の建設予定地＞ 

学校給食共同調理場については、現在の 4カ所を 1カ所に統合し、平成 24年度から供用開始の

予定です。市は議会に対し、森園町の大村野上跡地の西側約半分の土地（約 7,500 ㎡）を、市の中

央部にあることなどから、新たな調理場の建設候補地として決定したと報告しました。 

議会としては、買収価格も分からない現段階では同意できないなどの厳しい意見が出され、鑑定

評価も含めて、再度交渉の結果を議会に報告するよう市に要請しました。 
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＜新幹線建設の動き＞ 

  大村市内における中心線測量が終了しました。測量図については、一般に公開されています。 

  また、昨年 12月に「大村市の新幹線を活かしたまちづくり懇話会」の提言書が市長に提出され、こ

れを受けて市は、この提言書の意見を現在策定中の「基本方針」や今年度策定予定の「基本構想」

に反映させるとしています。 

  議会としても、市として新幹線を活かしたまちづくりをどう進めていくのかが具体化していく中で、

調査研究を進めていきます。 

                

 

＜東大村 1丁目産廃処理施設の産廃問題の早期解決を！＞ 

  産業廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律により適正に処理することとなっており、適

正な処理がなされなければさまざまな問題が起こります。昨年 7月、東大村 1丁目の産廃処理施設

㈱ウィックに対し、長崎県から浸透水の水質基準超過による改善命令が出されました。また、今年 2

月には同施設に対し埋立許可区域外に処分した廃棄物撤去の措置命令が出され、さらに今年 4

月には同社社長及び前社長に対しても同様の措置命令が出されました。履行期限は、5月 15日ま

でとなっています。 

  議会は、市民の安心で安全な生活を守る立場から現場視察などを行い、必要に応じ許可権者で

ある県に対し意見書や要望書を提出してきました。この問題の一日も早い解決がなされるよう、今後

も取り組んでいきます。 

 

（メモ欄） 

 


